
 【くらしのみちゾーン】 

大阪府茨木市：JR 茨木駅周辺交通円滑化社会実験 
 
一方通行化などにより駅周辺の複雑な交通流を整理し、バス交通の環境を改善

するとともに徒歩や自転車の「ゆとり空間」を創出 

現在の交通の流れ              社会実験で行う交通の流れ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
くらしのみちゾーンとは 
 
   外周を幹線道路に囲まれている等のまとまりのある住区や中心市街地の街

区などにおいて、警察と連携して一般車両の地区内への流入を制限して身近な

道路を歩行者・自転車優先とし、併せて無電柱化や緑化等の環境整備を行って、

交通安全の確保と生活環境の質の向上を図ろうとする取り組みです。 

別添 1 

駅前広場（現況）

歩行空間の創出 

通過交通の排除によ

るバスバースへの平

面アクセスの確保 

 

複雑な交通状況 

一方通行化により複雑だっ

た交通を単純化し、安全且つ

快適な空間を確保 




